
土砂災害に対する適切な警戒・避難のためには，わかりやすい指標を用いて，

リアルタイムでその時点の危険度を把握することが重要です。｢雨量指標R’｣
は雨の降り方によって変化する１つの指標を用いて，危険な「場所」および「時」

さらに「災害規模」が予測できる手法です。

1.

監視雨量強度RR 
「あとどれくらいの雨が降れば土砂災害の危険が高まるのか」を把握する！ 
R’（Rfw）は実効雨量と3つの係数のみで計算される値であるため，1時間前に値を予測
するための未知数は時間雨量のみです。この未知数の時間雨量を「監視雨量強度RR」とす
ると，Rfwは次式で表されます。 
あらかじめ基準値とする R’値を決
めておけば，RRにより今後１時間に
どれだけの雨が降れば R’が基準値
に達するかを知ることができます。 

雨量指標R’の特徴 
①時間雨量データを用いて，リアルタイムで危険度を知ることができます。 

②災害リスクを１つの値の大小で直感的に判断できます。 

③観測点のR' 値を用いてコンターマップを描くことにより，時間とともに変動 
する危険度の空間的分布を視覚的に表現することができます。 

④単純な式で係数も少ないため，地域ごとの特性を反映させることも容易です。 

⑤単一指標であるがゆえ，統計的手法を用いた処理が容易です。 

土石流発生箇所は， 

すべてR’＞250mm

監視雨量強度RRに着目すれば，
今後１時間にどれだけの雨が降

れば危険に達するかわかる。

雨量指標R’の目安 
(広島周辺の花崗地帯の場合) 

R’＞125 がけ崩れが発生し始める 
R’＞175 山地崩壊が発生し始める 
R’＞250 土石流が発生し始める 

R’分布図



R’＞400mmで大規模災害！ 

10分間雨量を用い精度向上！

監視雨量強度RRの適用例 
（宮島白糸川の土石流：平成17年台風 14号） 

※雨量指標 R’及び監視雨量強度 RRは、復建調査設計㈱・広島大学・呉工業高等専門学校の共同研究により開発した雨量指標です。 
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3:30 頃より多発 

R’＞400mm 

平成26年8月広島災害の時のR’

平成26年8月広島災害 

(広島市安佐北区八木3丁目) 

平成17年台風14号災害 

(広島県廿日市市宮島町白糸川) 

甚大な被害の始まった 3:30 頃に 

R’が 400mm を超えている R’

R’


